
災害時に活用可能な
家庭用蓄電システム
導入促進事業費補助金への
対応について

平成31年度

NX3098シリーズ



目次 

1. 補助金の概要 

  1-1.補助対象事業・機器について 

  1-2.蓄電システムの登録状況 

  1-3.目標価格 

  1-4.補助上限額(災害対応型) 

  1-5.公募期間 

    1-6.補助金申請フロー 

 

2. 節電要請について 

  2-1.節電要請窓口に関して 

  2-2.節電要請/解除通知 

 

(補足資料) 

 

 

 

 

2 

 

 

 

（別添資料） 

・販売店様/施工店様で必要な申請 

・【最重要】補助金申請における留意点 

 

※株式会社エヌエフ回路設計ブロック製
蓄電システムについては 

別途通知書が必要となりますので 
ご注意下さい。 



1-1.補助金事業概要について 
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本事業の目的は、H30年に発生した地震に起因する北海道全域ブラックアウトのような災害による停電が 
長期化した場合、太陽光発電と家庭用蓄電システムの双方を組み合わせることで自立的な電力活用を 
目指すものであり、導入時の蓄電システムの費用の一部を補助を行うこと。(予算総額は38.5億円) 



1-1.補助対象事業・対象機器について 

4 引用元:(SII)災害時に活用可能な家庭用蓄電システム 導入促進事業費補助金 公募要領 2019年4月8日 P5  

・災害等による節電要請時に遠隔でグリーンモードを動作させ、その実績をSIIに報告できること。 
・蓄電システムは、太陽光発電(10kW未満)の設備と併用することが必要。 

①グリーンモードへの切替 

・株式会社エヌエフ回路設計ブロック

が製造元の蓄電システムについては

「ピークシフトモード＋余剰充電ON」

へ切り替えのこと。 

※節電要請窓口からメールにて通知 

 

②動作状況の確認 

・見守りで遠隔対応。 

 
株式会社エヌエフ回路設計ブロックが
製造元の蓄電システムは、HEMSが
なくとも補助対象に該当。 



＊

（※当社はリソースアグリゲータではありませんのでご留意ください。）





1-3.目標価格 
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・蓄電システムの保証年数は「15年以上」での目標価格で計算する。 (P.5参照) 
 (製品の保証とは期間が異なりますのでご留意ください。) 
・蓄電システムの補助対象は、パッケージ型番の機器のみ。CTやルータなどの付属機器は補助の対象外 

保証年数
2019年度目標価格

(蓄電容量1kWhあたり)

2018年度目標価格

(蓄電容量1kWhあたり)

10年 9.0万円 12.0万円

11年 9.9万円 13.2万円

12年 10.8万円 14.4万円

13年 11.7万円 15.6万円

14年 12.6万円 16.8万円

15年 13.5万円 18.0万円

引用元:(SII)災害時に活用可能な家庭用蓄電システム 導入促進事業費補助金 公募要領 2019年4月8日 P12  





（NX3098：7.5kWh）





1-5.公募期間 
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・公募期間は、「一次公募」と「二次公募」の2回に分けて実施される。いずれも先着順になる可能性が高く、
早期に補助金申請を行うことが望ましい。 

引用元:(SII)災害時に活用可能な家庭用蓄電システム 導入促進事業費補助金 公募要領 2019年4月8日 P37  



1-6.補助金申請のフロー 

12 

③補助事業完了日 

②補助事業開始日 ④実績報告書の提出 

①補助金申請 ⑤補助金の支払い 

※30日以内 
<SII検査期間> 

※約30日 

<申請～補助金受け取りまでのフロー> 

別添の留意
事項を参照 



1-6.補助金申請～補助金支払いまでのフロー 
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① 補助金の申請 

・契約前に必ず補助金申請をすること 
・必要な申請書類 (例.個人申請者) 
 ①交付申請書 
 ②交付申請書(別紙) 
 ③補助事業申請同意書 
 ④実在証明書類/現在次項証明書(ex.免許証etc) 
 ⑤実施計画書 
 ⑥見積書 
 ⑦設備の製品カタログ(家庭用蓄電システム以外) 
 ⑧太陽光発電併設証書(新設＆既設) 
 ⑨必要情報通知書 
※①～⑧はSIIへ提出 
 ⑨は節電要請窓口（エヌエフ回路設計ブロック)へ提出 

② 補助事業開始日 ・SIIから受領する交付決定通知書の交付日のこと 

③ 補助事業完了日 

・次の①～④のいずれかの遅い日のこと 
 ①補助対象事業の検収日 
 ②補助事業者における支出義務額を支出完了日 
 ③節電要請窓口が提供するサービス加入登録 
 ④節電要請時の対応に同意をした日 

④ 実績報告書の提出 
・補助事業完了日から30日以内にSIIへ提出 
・提出締め切りは2020年1月31日12:00必着 

⑤ 補助金の支払い 

・SIIの検査期間を経て、正式に補助金が支払われる 
・実績報告書から約一か月程度 
※SII検査次第で補助金対象とされず支払われない可能性あり 

※詳細は公募要領を 
ご参照下さい。 
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2-1.節電要請窓口に関して 

・当該補助金においては、国あるいはSIIからの節電要請(解除)を需要家に連絡するための窓口＝節電要請
窓口を登録する必要があり、製造元である株式会社エヌエフ回路設計ブロックが登録されている。 
・当窓口では、災害等による節電要請時に、各需要家へグリーンモードに切り替えるようメールにて依頼をする
予定。(解除依頼も同様) 

引用元:(SII)災害時に活用可能な家庭用蓄電システム 導入促進事業費補助金 公募要領 2019年4月8日 P4  
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2-1.節電要請窓口に関して 

・節電要請窓口は以下の節電要請スキームを実現する必要がある。 

引用元:(SII)災害時に活用可能な家庭用蓄電システム 導入促進事業費補助金 公募要領 2019年4月8日 P25  

〈節電要請窓口の実施内容〉※節電要請窓口＝エヌエフ回路 

 

 SIIからの節電要請対応 

・節電要請に基づき、需要家への節電要請実施 

・エヌエフ回路より需要家へメールで通知 

 

 SIIからの節電要請解除対応 

・節電解除に基づき、需要家への要請解除実施 

・エヌエフ回路より需要家へメールで通知 

 

 SIIへ実施調査報告 

・エヌエフ回路が遠隔で各蓄電システムの節電要請に

対する実施データを取得し、SIIへ結果の調査報告 



2-2.節電要請/解除通知 
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需要家 

販売店様（申請代行者様） 

必要情報の提供 

必要情報の提供 

節電要請窓口 
(エヌエフ回路設計ブロック) 

・節電要請/解除通知の実施にあたって、販売店は、必要情報が記載された通知書(※次項)を、 
 節電要請窓口への送付する必要がある。 
・「災害対応型」では、追加で以下の対応が必要。 

＜必要情報の取得方法＞ 
 商流を通じて必要情報を 
  エヌエフ回路設計ブロックへご送付ください。 
 必要情報：制御ID／都道府県住所 

制御IDと都道府県住所について 
・制御ID=需要家のE-mailアドレス 
・都道府県住所＝需要家の住所 
 
節電要請/解除通知の際、遠隔操作でモード変更
はせず、エヌエフ回路よりメールにて通知し、需要家に
手動でモード切替をしていただきますので、制御ID＝
需要家のE-mailアドレスとしています。 



2-2.節電要請/解除通知 
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・需要家様が蓄電池システムをご購入される際、通知書へのサインが取得が必要。 

販売店様で需要家の購入された 
蓄電システムの型番に〇をつけてください。 

需要家の「住所」「E-mail」を記載。 
※E-mailと住所は、 
節電要請/解除通知に必要な、 
「制御ID」と「都道府県住所」となりますので、 
誤りのないようご留意ください。 

赤枠は必須事項 

お客様に、通知書の内容に同意した上
で、「日付」「氏名」をご記入いただき、
印鑑を取得してください。 



2-2.節電要請/解除通知 
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SII 

節電要請窓口 
（エヌエフ回路設計ブロック） 

調査実績報告 

需要家 

遠隔でデータ取得 

・節電要請/解除通知の方法は、以下の通り。 
・「災害対応型」の場合、需要家にグリーンモードへ、切り替えが必要。 

メールにて 
節電要請/解除依頼 

節電要請/解除通知 

＜災害対応型の場合＞ 
節電要請窓口：エヌエフ回路設計ブロック 
メールにて節電要請/解除依頼を実施 
 施主様がグリーンモード切替(解除)を実施 
 必要データはNF回路が遠隔で取得 



補足資料 
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別途担当営業にご相談ください。
※別途インターネット環境が必要となります。NX3098シリーズに同梱されているルーターは使用できません。
※スマート分電盤や計測機器等が別途必要になります。



太陽光余剰充電設定       余剰電力充電ON 

【補足資料】 節電要請時のグリーンモードへの切り替えについて 
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・災害時等に国または電力会社が供給力不足による節電を要請した場合、節電要請窓口（エヌエフ回
路）よりピークシフトモード＋余剰電力充電ONへ切り替えのご依頼メールが施主様へ発信されます。 

 
 

弊社蓄電システムにおける、グリーンモードとはピークシフトモード＋余剰充電ONを指します。 
以下の手順にてメールを受信後、施主様でモードの切り替えを宜しくお願い致します。 
【操作手順】赤枠で囲ったタブを選択①節電要請メールを受信後、エネルギーモニタのメイン画面の「設定」タブを選択。 
        ②「充放電設定」を選択。⇒③「太陽光余剰充電設定」を選択。⇒④「余剰電力充電ON」を選択。 
 
 

余剰電力充電ON 

余剰電力充電ON 

余剰電力充電OFF 

運転モード設定 
ピークシフト 

充放電設定 

ピークカット電力設定               2KW 



【補足資料】 申請代行者登録(レジリエンス)の記載 
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・申込書の節電要請窓口に、「株式会社エヌエフ回路設計ブロック」を記載いただく。 

株式会社エヌエフ回路設計ブロック 



「災害対応型」のNX3098の場合

＊「蓄電システムの目標価格」を判断するためにSIIに登録された年数。
　（メーカーが定める製品保証年数期間とは異なる場合があります）

＊



「災害対応型」のNX3098の場合

（NX3098：7.5kWh）





当社・エヌエフ回路様は




